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要 旨

本論文は，奴隷制廃止運動に関わった白人および黒人のアボリショニストの思想を，19世紀

前半のアメリカに現れた身体への新たなまなざしとの関わりから分析する。奴隷制廃止運動

は，当時の身体管理に関する感性と深く結びついていた。自己所有権の回復を奴隷解放運動の

重要な課題とみなしていたアボリショニストは，自由にふさわしい自己管理能力を目に見える

かたちで証明することを解放民に対して求めた。一方，北部の自由黒人指導者は，同様の身体

管理の言説を使って人種の平等や承認を訴えた。しかし，これは単に白人社会に受け入れられ

ることを目的とした白人中産階級の生活様式の模倣ではない。黒人指導者は，当時支配的にな

りつつあった身体に関する規範を抵抗の土俵とし，自己管理能力を証明することで人種偏見に

対抗した。と同時に黒人指導者自身が、自由な市民に必要とされる規範の合意形成過程に参加

していたのである。

はじめに

1937年の『ニューヨーク・ヒストリー』誌は，約100年前にウィリアム・タイラーという名のアマー

スト大学講師が書いた一つの興味深い手紙を掲載している。タイラーは1833年10月，ニューヨーク市

の「グラハム・ボーディングハウス」に宿泊した。この宿泊施設は，当時のアメリカに広まった健康

改革運動の主導者の一人であるシルベスター・グラハムによって設立された。ここでは，起床就寝の

時間が厳しく定められ，宿泊者は朝食前に水浴と運動を行うことになっていた。食事は菜食主義で，

全粒粉で作られた「グラハム・パン」が出され，飲み物は水か牛乳のみで，コーヒー，紅茶，アルコー

ルは禁じられた。タイラーがこの施設について書き送った手紙には，宿泊者たちの顔ぶれが紹介され

ている。「この施設の滞在者は，グラハム支持者(Grahamites)だけではなく，ギャリソン一派(Gar-

risonites)も……食事改良主義者だけではなく政治的急進派もいます。」「こんなにたくさんのアボリ

ショニストに出会ったのははじめてです。奴隷制，植民主義などが，彼らが交わす会話のいつもかわ

らぬ退屈な話題です。」タイラーの手紙からは，この時宿泊していたアボリショニストの中には，アー

サー・タッパン，ジョシュア・レヴィット，ウィリアム・ロイド・ギャリソンといった，南北戦争前

のアメリカにおける奴隷制廃止運動の代表的指導者がいたことを知ることができる 。

19世紀前半のアメリカに広まった健康運動には，多くのアボリショニストが関わっていた。例えば

1838年，39年にそれぞれボストンとニューヨークで開催された「アメリカ健康集会（the American
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Health Convention）」には，奴隷制廃止運動の活動家ヘンリー・B ・スタントンやルイス・タッパン

が参加し，また1839年の集会では，ギャリソン派から分離し政治的奴隷制廃止運動を展開したギャリッ

ト・スミスが議長に選ばれている。 グラハムの健康改革運動の雑誌『グラハム健康長寿ジャーナル

Graham Journal of Health and Longevity』の編集に携わったデイビッド・キャンベルは，アメリ

カ奴隷制反対協会の会員であり，また彼は1840年から41年にかけて，中西部の奴隷制廃止運動の拠点

となったオバーリン大学の食堂の食事改革に関わった。ギャリソン派，反ギャリソン派，政治的アボ

リショニスト，道徳的説得主義者の立場の違いを越えて，また男性だけでなく女性も，アボリショニ

ストの健康運動への関わりを見ることができる。奴隷制廃止運動の過程の中で女性の権利を求める活

動に目覚めていったルーシー・ストーン，スーザン・B・アンソニー，アビー・ケリーは，グラハム式

の食事や水浴を取り入れ，南部出身の女性アボリショニスト，アンジェリナ・グリムケも夫のセオド

ア・ウェルドとともにグラハム式の菜食主義に傾倒していたことが知られている 。

この時代に起こった健康改革は，身体に対する新しいまなざしや新たな美的感受性を反映していた。

19世紀には大西洋の両岸で，エチケットの手引き書が中産階級の台頭とともにこれまでにない数で社

会に登場した。なかでも，19世紀のアメリカのマナーについて研究したジョン・キャッソンによれば，

1830年代以降，どの国にもましてアメリカ合衆国では，マナーやエチケットの手引き書が特に都市部

を中心にしてあふれたという。これらの手引き書は，立ち居振る舞い，衛生管理，家庭経営，服装な

ど，礼にかなった「正しい」身体管理のあり方を人々に指南した。チャールズ・ローゼンバーグは，

この健康改革熱を，「近代的」な健康の原則を理解することによって、新興の中産階級がリスペクタビ

リティを手に入れようとした試みと分析している。尊敬に値すべき身体は，文明，衛生，セクシャリ

ティの自制，品位といった価値を体現すると理解され，そのような身体を獲得することは，社会上昇

のための手段であると同時に中産階級の地位を示す指標ともなったのである 。

リスペクタビリティとナショナリズム形成との関係を論じたモッセは，リスペクタビリティを身体

とセクシャリティに対する近代の新しい認識であり，セクシャリティに対する適切な態度や「礼にか

なった正しい」作法を規定した感性と定義している。当時のマナーの手引書には適切な身体管理を身

につけることは，節制，勤勉，貯蓄といった経済的な美徳の涵養にもつながるとする忠告があふれて，

逆に一定の行動様式やセクシャリティの適切な自己管理が欠落することは，不健康だけではなく道徳

的退廃につながると論じられた。

身体に対する新しいまなざしは，産業化，都市化，移民の流入が進む19世紀前半のアメリカの急激

な社会変化に対する人々の不安を反映していた。独立間もない北部社会では，市場経済の拡大，都市

化，工場生産と賃金労働制度の浸透によって，伝統的な共同体の秩序が大きく揺らいだ。独立革命に

よって中断していた移民の流入は，ナポレオン戦争の終結後再開し，農村から都市へ，またヨーロッ

パからアメリカへと多様な人びとが大量に移動した。このことは人口とその多様性の増大だけではな

く，人びとの間の富の不平等の拡大をもたらした。急激な社会的経済的変化のなかで，1840年代まで

には商人，銀行家，新興産業家などが中流階級を形成するようになった一方で，都市にはスラムが形

成され，貧困，不潔な衛生状況が可視化していった。

奴隷制廃止運動における「身体」へのまなざし2



ジャクソン政権のもとで財産に関わらずすべての白人男子の普通選挙が保証された時代に，社会変

化に対する不安をもっとも鋭く感じていたのは形成されつつあった中産階級だった。健康運動は医学

上の運動であるだけではなく，性的衝動の制御や「いかに生活すべきか」の管理と連動した道徳的な

運動だった。適切な身体管理を会得することは，自らを中流階級の側に位置づけ自らを下層の労働者

や移民と差異化することであり，また建国間もない共和国にとって，どのような人間がアメリカの自

由にふさわしい市民なのかを規定する過程に参加することでもあった。そしてそれは同時にアメリカ

市民の定義がいまだ曖昧であり，その境界線が確定されていなかった時代に，どのような行動倫理が

「健全な」市民に求められるかの合意を形成する議論でもあったのである 。

アボリショニストは，自由と市民権にふさわしい身体のあり方を規定する議論の一部であっただけ

でなく，積極的な参加者であった。奴隷を奴隷制という外的拘束から解放するためにたたかったアボ

リショニストが，このような身体に対する新しいまなざしを共有し，身体管理に関する中流階級的な

感性の一部であったことは，どのような意味を持つのだろうか。また，彼らの身体管理に関する感性

は，彼らの奴隷制に対する見方や奴隷解放の思想にどのような影響を与えたのだろうか。こうした身

体に対する見方は，白人だけではなく黒人アボリショニストにも共有されていた。北部都市の自由黒

人コミュニティの指導者でもあった黒人アボリショニストの発言には，白人アボリショニストと同様

に身体管理やリスペクタビリティの重視が色濃く見られる。このような身体管理やリスペクタビリ

ティは，黒人の自由やコミュニティの地位向上にとってどのような意味を持ったのだろうか。また指

導者にとってこのような身体管理はどのような意味において抵抗の場となり得たのだろうか。本論文

では，奴隷制廃止運動に関わった白人および黒人のアボリショニストの思想を，新たに広まった身体

へのまなざしの文脈の中で読み直すことを試みたい。

１．白人アボリショニストの自己理解

1833年に設立されたアメリカ奴隷制反対協会の「所感宣言」は，すべての人間が「自分自身の身体

に対する権利 a right to his own body」を有することを宣言し，奴隷解放を奴隷の自己の身体に対

する所有権の回復と意味づけている。同様に，フィラデルフィア奴隷制反対協会は1835年の演説にお

いて，奴隷制即時廃止主義とは「同胞の身体を正当に所有できるという原理を即時放棄すること」と

定義している。アボリショニストにとって，奴隷制の「残酷さ」とは単なる物理的な暴力や残虐な扱

いを意味するものではなかった。たとえ奴隷所有者の扱いが親切であったとしても，自己の身体の所

有権が剥奪されていること自体が奴隷制の「残酷さ」の本質であるとみなしたのである 。

自分自身に対する所有権を持たないことは，自己の身体が動産または商品として売買されること，

それにともなう家族の分裂や破壊，制限されることのない暴力，女性の奴隷の性的身体にむけられる

欲望など，こうした諸力に対して無力であることを意味した。奴隷の身体に加えられるこのような暴

力を反奴隷制の新聞や雑誌などにセンセーショナルに露呈することは，アボリショニストにとって反

奴隷制感情を引き起こすための重要な戦術の一つだった。女性アボリショニストは，女性奴隷の身体

が白人男性の抑制されることのない性的欲望の犠牲になっていることを，自己所有権不在の帰結とし
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てとくに強調した 。

アボリショニストにとって，奴隷所有者が他者の身体を所有し，制限されることのない絶対的力を

もつことになる奴隷制は，二重の意味において「罪」だった。セオドア・ウェルドは，奴隷所有を飲

酒と同様の行為と見なし，飲酒が人の自制心を奪い中毒に追いやるように，奴隷制は奴隷所有者を権

力に「酔いしれさせ intoxicated」，欲望の隷属状態に陥れていると論じた。アボリショニストにとっ

て，奴隷制は奴隷だけではなく所有者にとっても個人の自己規律を切り崩す不道徳な生活環境であり，

自己の欲望を抑制することを妨げる「みだらな制度 system of licentiousness」だった。奴隷制廃止運

動の出版物には，性的誘惑にさらされ性的欲情に身を任せる奴隷所有者と対比させて，性的情熱が抑

制され身体管理がなされているアボリショニストの道徳的自己理解がしばしば登場する 。

当時，急進的なアボリショニスト，なかでもギャリソン派の運動家たちは，南部はもちろん北部に

おいても「狂信的」で過激な集団とみなされ，その運動は礼節や品位の基準から逸脱すると非難され

ていた。とくに白人中産階級の女性たちが当時のタブーを破って男性も入り交じった公的集会で発言

をし，黒人女性と肩を並べて奴隷制反対集会に参加する姿は，人々の反発を招いた。このような行為

はジェンダーと人種の境界線を撹乱するものであり，こうした集会はしばしば「性的に乱れた promis-

cuous」という言葉で表現された。当時の北部の新聞は，アボリショニストを品位に反する性的に不適

切な行動を行っている集団であるとし，「人種混交 amalgamation」をめざす者と書き立て，異人種間

の接触に性的な混交を結びつけて危険視した。こうしたアボリショニストに対する当時の評価に対し

てアボリショニストは，彼らの新聞や講演の中で，人種混交はアボリショニストではなく南部プラン

ターが実際に押し進めていることであると反論した。人種混交は女性奴隷に対する白人男性の欲望が

制御されることのない南部奴隷制の必然的結果であり，奴隷制こそ人間の自制心を損なう「汚れた制

度 system of pollution 」であると主張したのである 。

アボリショニストの奴隷制即時廃止の主張は，確かに当時の社会においては急進的であり，彼らは

しばしば過激な「狂信主義者」とみなされていた。しかし，同時に彼らは品位や礼節を重んじる同時

代の価値の信奉者であり，自らが日常の活動や振る舞いにおいてはリスペクタビリティの側，すなわ

ち「怠惰，無節操，性的奔放，不潔，下品，粗野」の対極にあることに自覚的だった。アボリショニ

ストは，集会やバザーなどの公的な活動において，自らの行動が品性や礼節を損なわないことに細心

の注意を払った。1830年代には，奴隷制廃止運動に対して暴動や暴力が頻繁に起こるが，こうした暴

動を書き記した記録には，「厳粛な静粛」を守って集会を続けた「品位ある聴衆 respectable audience」

アボリショニストと，「足を踏みならし，叫び声を上げ」「記録するにはあまりにも下品な口汚い言葉」

を発した暴徒や酒場に集まってアボリショニストを罵る品位に欠ける人々の姿が対比して描写されて

いる 。ここには下層の白人労働者の自己抑制の欠如と不道徳性と対照させて，自らをリスペクタビ

リティの側に位置づけるアボリショニストのアイデンティティが透けて見える。

自らを統制する権利としての自己所有権

アボリショニストは，奴隷制の最大の悲惨さは，抑制のきかない動物的欲望が野放しになっている
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ことであり，奴隷制のその中で奴隷の生活が道徳的に「獣のレベルまで」おとしめられていることで

あると認識していた。アボリショニストは，奴隷に読み書きを禁じた州法の存在だけでなく，自己の

身体に対する所有権の剥奪そのものが，奴隷の自己向上の機会を奪い，その結果として奴隷達の人間

の品性を堕落させていると論じた。ゆえに奴隷制度の中で，奴隷たちは「身体的だけではなく精神的

にも」「二重の意味で」隷属させられていると論じたのである 。アボリショニストの文書の中で，奴

隷の状態はしばしば「無知」で「動物のよう」で，「品位を奪われている」と記された。白人アボリショ

ニストは，奴隷制という環境の中で知的精神的向上の機会を持たない奴隷達は野蛮で不道徳な風習に

囚われていると考えた。アメリカ奴隷制反対協会の第一回年次報告書は，奴隷達の文化を「猥褻な冗

談」「みだらな歌」「ダンス」のような「下品な悪習」と描写している 。

こうした白人アボリショニストの見解からは，奴隷共同体に繰り広げられたさまざまな形の抵抗や，

奴隷の人間性を保持した奴隷文化への共感はない。しかし，このことからアボリショニストは結局の

ところ人種差別主義であったと結論づけるのは，奴隷制廃止運動についての理解を単純化することに

なる。そもそも，こうした奴隷文化の価値を積極的に評価する見方がアメリカで広まるのは，20世紀

後半になってからである。たしかにアボリショニストは，同時代の人種偏見や黒人の生活様式に対す

る違和感から自由ではなかった。アボリショニストは，南部の奴隷や北部の大多数の自由黒人の状況

を，現実として道徳的にも知的にも劣っていると認識していた。しかし，同時にアボリショニストは，

こうした「劣った」状態は奴隷制という環境とその影響のためであり，奴隷制から解放され教育の機

会が与えられれば改善されるものであり，また黒人は知的にも道徳的にも進歩する可能性を持ってい

ると考えた。

1840年代までに，アメリカでは骨格や頭蓋骨の容量，顔面の角度の計測を用いて人間の違いを人種

によって区分し，身体的な形質は知的道徳的資質を遺伝的に決定すると論じた人種「科学」が広い支

持を得るようになる。「黒人」を生まれながらに劣等であり本質的に知的道徳的能力が劣っていると位

置づけるこうした人種「科学」が浸透しつつあった時代に，アボリショニストは当時少数派になった

「環境決定論」の立場に立ち，「黒人」と「白人」の違いを異なった環境によって生じるものとみなし

た。つまり奴隷制度から解放され自己所有権を回復することで，黒人にも向上の可能性があることを

主張し続けたのである。奴隷の状態や奴隷文化に対する彼らの受け止め方は，むしろ当時の中産階級

的感性が映し出されたものだったと言えよう 。

「自分の身体的，知的，道徳的機能の自由を行使すること，それ無しには人間は人になることがで

きないのです」とアメリカ奴隷制反対協会のジョセフ・ベーカーは論じた。ベーカーにとって，解放

とは単に外的拘束の無い状態に人間を置くことを意味しなかった。自身を所有する自由は自己実現に

とって必要不可欠な条件であるがゆえに，人間の身体は外的抑圧から解放されなければならない。し

かし同時に，解放された身体は自己管理下に置かれなければならなかった。アボリショニストは，も

しその人間の精神が「無知，怠惰，肉欲の奴隷」のままであるならば，身体的な自由はほとんど価値

を持たないと説いた。正しく自己を統御し自らを内的に支配できるようになってはじめて人間は真に

自由になると説き，奴隷制から解放されても自己管理能力を身につけなければ，解放民は「劣ったカー
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スト」に留まり続けることになると警告したのである。彼らにとって，奴隷解放とは自己所有権の回

復であり，自らを統制する能力を養う権利の確保だったと言える 。

「外的拘束からは自由であるが自己管理されていない身体」に対するアボリショニストの懸念は，

すでに見たように「タバコやジンの臭いのする息」を吐き，「酒場にたむろしアボリショニストの悪口

を言い，悪態をついている」下層の白人たちに対しても向けられた。逆に，その人間が，振る舞い，

言葉遣い，服装，禁酒，節制において適切な行動を取るならば，たとえ黒人であっても人種に関わり

なく社会的，社交的に平等な存在として受け入れる姿勢を示した 。

こうしたアボリショニストの自由に対する見方は，奴隷解放後の社会の展望にも反映された。

ニューイングランド奴隷制反対協会は「有色の人々の欠陥は一時的なものであろうが」と前置きしな

がら，彼らのためにそして社会の秩序と安全のために，解放されたばかりの奴隷には「必要な何らか

の外的制約を課すことには，全く反対するものではない」と述べている。ニューイングランド奴隷制

反対協会は，「無知な黒人には選挙権を与えないことが賢明であろう」と論じ，投票権および被選挙権

は読み書きのできる黒人に制限すべきとの立場を取った。南北戦争中の1864年になっても，ウィリア

ム・ロイド・ギャリソンは解放後の黒人の選挙権付与には迷いを見せた。ギャリソンは1865年になっ

てようやく，読み書き能力と生活習慣を指導する大規模な救済措置が必要であるという条件付きで，

解放民への選挙権付与を支持する立場を明らかにする。アボリショニストは，解放後の奴隷の移動の

自由についても制限の必要性を唱えていた。ニューイングランド奴隷制反対協会は，労働の場を離れ

ている黒人を「浮浪者」として取り締まり，自由労働者として労働の場につかせる何らかの方策が必

要になろうと主張した 。

南北戦争が終了した1865年，児童作家として，またギャリソン派のアボリショニストとして知られ

ていたリディア・Ｍ・チャイルドによる『解放民の本 Freedmen’s Book』が出版された。この本は，

奴隷制から解放された解放民に，どのように自由に適応し，生活をどのように管理すべきかをアドバ

イスした手引き書だった。この本では，解放民が道徳的に自己向上するための具体的なアドバイスが

書かれており，生活の仕方や行動において奴隷制の残滓を払拭し「きちんとした」生活をすることを

重視している 。

チャイルドは，道徳的向上はその人間の生活様式の中に表出すると説き，「少なくとも週に２，３

回」身体を洗い，「清潔のために」「ようじ toothpicks」を用意し口をすすぎ，住居の周りから腐った

野菜などのゴミを取り除くことなど，目に見える生活管理について具体的な忠告を与えている。「不

潔は奴隷制の中では不可避」だったからこそ，解放民は汚れを「彼らの精神から，彼らの身体から，

彼らの住まいから取り除くよう努力しなければならないのです」とチャイルドは忠告した。なぜなら

「清潔できちんと繕ってある服装」は「それを着ている人間がきちんとしていて経済観念があるとい

うしるし」であり，清潔な整頓された，きちんと草取りがされている家は「そこに住む人間が怠け者

でも，だらしない人間でも，低俗な人間でもないということが簡単に読み取れるからです」と訴えた。

チャイルドは，自己の身体管理ができ，それを日常生活の中で目に見えるかたちで表すことのできる

人間は，節約，貯蓄，勤勉を自分のものとし，「たとえ一文無しで世の中に出たとしても」，やがては
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自立した市民として成功すると主張した。逆に，もし解放民が「怠け者の浮浪者」のように振る舞う

なら，あるいは彼らの小屋が清潔でなく彼らの服装がだらしなかったら，「黒人は自分のことを自分で

面倒を見ることの出来ない」，すなわち「自由にふさわしくない not fit to be free」存在と思われる

ことになるだろうと警告したのである 。

２．黒人指導者と身体管理の意味

1830年代までに，北部諸州では，独立革命の理念的な影響や北部経済への奴隷制の重要度の低さか

ら，奴隷制度は廃止，あるいは漸次的廃止に踏み切られた。解放された黒人たちは，ボストン，ニュー

ヨーク，フィラデルフィアなどの北部の都市に集住し，19世紀初めまでに自由黒人の共同体が形成さ

れつつあった。それとともにそれまで貧しい白人労働者と自由黒人との間で見られた居住地，職場，

娯楽での接触は失われ，「人種」を越えた下層階級の交流は，1830年までに道徳的社会的問題として取

り締まられるようになる。それまで曖昧だった白人と黒人との間の境界線は，北部においても重要な

政治的意味を持つようになった 。

19世紀初めに形成された北部の自由黒人社会は，決して一枚岩ではなく，奴隷制廃止によって解放

された人々，南部奴隷制から逃亡してきた人々，北部社会の中で財力を築きその財力によって早い時

期から投票権も行使できた人々など多様だった。その家族や親族が南部に奴隷として残されている

人々も少なくなかった。その中で黒人指導者は，人種偏見や差別の経験から，被抑圧集団としてのア

イデンティティを黒人大衆と共有し，自由と平等な市民権を求めることと，北部の人種的偏見の中で

黒人共同体の状況を向上させることを二つの重大な使命として意識していた 。

黒人指導者は，自由黒人コミュニティの貧困，教育の欠如，集住地区の衛生環境など，自由黒人大

衆の窮状を憂慮していた。「われわれ有色の民族は，幼少時に家庭で身につけた悪しき習慣の影響の結

果，品性においても生活のしかたにおいても難点がある」と，ニューヨークの黒人教会牧師であり新

聞編集者でもあるサミュエル・コーニッシュは，彼が編集した『カラード・アメリカン』紙において

論じている。「奴隷制の影響は，我が民の多くが陥っている無益で品のない不道徳な習慣の中に見て取

れる。」黒人アボリショニストのルイス・ウッドソンも同紙で「彼ら［自由黒人］の大多数は現在劣悪

な生活状況の中にある」と述べている 。

こうした記述は，黒人指導者が自由黒人の共同体の窮状を認識し，黒人大衆の生活改善に責任を負っ

ていた事実を映し出している。と同時に，アメリカ社会で形成され浸透しつつあった黒人に対する否

定的な人種イメージ，黒人を本質的に怠惰，無節操，性的奔放，不潔，下品，野蛮とみなす人種偏見

に対する対抗の必要性を鋭く意識していたことを伺わせる。当時のアメリカ社会に浸透しつつあっ

た，黒人を生まれながらにして劣等とする本質主義的な人種観こそ，自由黒人が平等な市民として扱

われる機会や市場経済への参加の機会を妨げる障害だった。

一目で分かる自由黒人共同体の貧困や不衛生，生活状況は，中産階級の黒人指導者にとっても深刻

な問題であった。なぜなら，たとえ「特定の階級の数人の個人」，すなわち黒人エリートが高い道徳性

を発揮し知的業績を築き上げたとしても，自由黒人の大半が貧困，無知，卑俗な生活をしている限り，
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「人種全体が劣等であるかのような印象を刻みつけ」「［人種］偏見の重大な原因になる」からだった。

それゆえに黒人大衆の生活状況の「引き上げ uplift」は黒人全体の集合的な運命に関わり，また黒人エ

リートのアメリカ社会における階級性を保つ上でも重要な課題だったのである 。

フレデリック・ダグラスは，黒人の身体に注がれるまなざしについて「われわれは文字通り見せ物

なのである。」「全世界，少なくとも文明化された世界は，明らかにわれわれに疑いの目を向けている。

はたして［白人と］同じ教育成果を上げることができるのだろうか？同じ文明の水準にまで達するこ

とができるのだろうかと。」 こうしたアメリカ社会の疑いのまなざしに対して，黒人たちにも向上能

力があり，またアメリカ市民としてふさわしいことを，黒人たちは自ら証明する必要性に迫られてい

たのである 。

白人のまなざしを意識した黒人指導者たちは，偏見を打ち破り，また自分たちには平等な待遇を求

めるだけの資格があることを証明するために，政治的戦略として，品位ある人格を涵養し，コミュニ

ティの生活を目に見えるかたちで改善することの必要性を事あるごとに訴えていた。自らの身体を管

理する能力を世に証明することができなければ，黒人を野蛮で劣等とみなす偏見は無くならないと説

いたのである。

戦術としての身体管理

白人社会の黒人に対する認識を変えるために，彼らは身体の適切な管理という，当時のアメリカ社

会に浸透しつつあった価値の枠組を抵抗の戦術とした。黒人指導者が考えた人種の「引き上げ」は，

単なる道徳的知的教育の推進にとどまらなかった。内的な人格は外見にあらわれるという当時の考え

方にもとづき，黒人指導者は，白人アボリショニスト同様に身体管理の重要性について頻繁に発言し

た。下層の黒人大衆に服装，マナー，禁酒，清潔に関する教育を行うことは，黒人指導者の重要な課

題の一つだった。

「抑圧された者たち自身が，自らの人格の力と魂の向上とを証明して示さなければならないのです」

と，後にブラック・ナショナリズムへの道をたどるヘンリー・H ・ガーネットは，「シドニー」という

ペンネームで『カラード・アメリカン』において訴えた。もと逃亡奴隷で指導的なアボリショニスト

として活動したフレデリック・ダグラスも，自らが編集した新聞『北極星』において，「品性が無けれ

ば，われわれの評判はおとしめられ続け，劣等の刻印を押され続けるのです」と警告した。ダグラス

はさらに「品位と礼節を目に見えるかたちで示すことが，偏見に満ちた白人に反撃する力になります」

と訴えた。道徳的な人格の涵養においてだけではなく，暮らし方や身だしなみという日常生活の目に

見える部分において，自己管理能力を社会に証明することが意識されたのである。『カラード・アメリ

カン』は「われわれが社会におかれている位置を考えるならば，われわれが適切な振る舞いをしてい

るかどうかは，他のどんな人々よりも極めて重要なのです」と訴え，「まず最初にしなければならない

ことは」「長らく行ってきた習慣を改め，役に立たない行為をやめることです」と主張した 。

自己管理された身体を証明する重要な「指標 index」の一つとして，黒人指導者は「清潔」を重視し

た。「なかでも清潔はわれわれにとって非常に重要です」と『カラード・アメリカン』は主張した。「こ

8 奴隷制廃止運動における「身体」へのまなざし



れを身につければわれわれは敬意を得，これ無しでは屈辱を受けるのです。」ダグラスも『北極星』に

おいて，「汚れた顔，汚い服，散らかった家，あらゆるところにあるゴミは，否応なしに人びとの注意

を引きます。われわれはその表面下に一層悪い結果があることを知っています。というのも，汚れあ

るところ，道徳的な堕落も隣り合わせているからです」と述べ，身体的清潔と道徳とが密接に関連し

ているがゆえに，清潔の欠如は，その人間の全生活に大きな影響を及ぼすと論じた 。

不潔でむさ苦しい不健全な，そして悪臭が状況をさらに悪化させ品位のかけらも見出すことので

きない住まいは，その不運な住民を身勝手でふしだらな，お互いの感情などお構いなしの人間に

する原因になるのです。このような非理性的な感覚に長いこと身を任せるなら，人は見境のない

野蛮な人間になってしまいます。……こうした習慣は他人の財産や法を尊重する精神とは相容れ

ることがありません 。

人間の品性を指し示す「指標」として，黒人新聞の中でしばしば議論になったのは，服装の問題に

ついてだった。『カラード・アメリカン』にはしばしば「オーガスティン」というペンネームの人物が，

黒人コミュニティの向上について意見を述べている。このオーガスティンとは，第一アフリカン・メ

ソジスト教会の牧師，理髪師であり，アボリショニストだったルイス・ウッドソンとみなされている。

ウッドソンは，白人の慈善にたよらない自律的な黒人コミュニティを形成することをめざし，黒人の

教会，新聞，学校の形成に尽力した 。

ウッドソンは，『カラード・アメリカン』の中で，「合衆国では，服装に対して多大な注意が払われ

ています。この国では，服装によってその人間の階層が測られ，それに応じてその人を扱う習慣が国

中のあらゆるところに浸透しているのです」と述べ，この時代のアメリカにおいて，他者のまなざし

の中に身体を提示していくことが，その人間の社会的評価や社会的位置付けを決定するほどの力を

もっていることに読者の注意を喚起している。ウッドソンは「この国においてわれわれが『集団 a
 

body of people』として冷遇され軽視されているのは，われわれが清潔や服装に正しく関心を払って

いないことから来るのではないか，と私はしばしば考えます」と述べ，「われわれの中にはきちんとし

た身なりをすることができるにもかかわらず，無頓着無関心からそうしない人間が多くいます。こう

した人たちは社会の良識ある人たちに悪印象を与えることがどんなに軽率なことか，そのことによっ

てどんなにひどく苦しまなければならないか，分かっていないのです。どんなに有徳な立派な人たち

であったとしても，もし清潔や身だしなみに適切な注意を払わないなら，他の人々の目には卑しむべ

き者と映るのです」と同胞に忠告した 。

「［人間の］外側の品位の欠如は，人に不快感を与え，好意を妨げ，趣味の良い洗練された人々の社

会からわれわれを完全に閉め出すことになります。みすぼらしい服装の道徳的結果は自分自身の意識

の中で，またわれわれを見るすべての人々のまなざしの中で，われわれの地位を下げることになるの

です」と述べ，きちんと装うことは個人の満足という領域だけの問題ではなく，また装う本人の人格

が測られるだけでもなく，人種集団全体の評価を左右する重大な影響力があることを警告したのであ
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る 。

黒人女性は特に自身の性的な身体の管理に特別の注意を払う必要があるとされた。黒人女性の多く

が白人家庭で家事労働をすることで生活を立てていた現実の中，黒人女性の身体は常に白人男性の性

的欲望に晒される危険があった。その中で，黒人女性達は，自身のセクシャリティの表出を抑制する

ことによって，人種全体の品位を守る責任を負わされた。『カラード・アメリカン』は，女性に対して

「黒人女性は清潔ときちんとした服装に対して極めて細心の注意を払うべきです。彼女たちは自分た

ちが生きる社会の中に存在している偏見を充分承知しています。ですから，自分たちの容姿に無頓着

であることによってこうした偏見を悪化させることが，どんなに無分別なことかわきまえるべきです」

と説き，「礼儀正しい扱いを望む女性は誰でも，自分の外見に細心の注意を払うべきです」と訴えた 。

黒人新聞には，何が尊敬に値する服装かをめぐってしばしば議論が交わされた。「適切」な服装の

キーワードとして頻繁に使われたのは「きちんとした neat」という形容詞だった。Neatnessは，自制，

節約や勤勉の美徳を表すものであり，貴族趣味でもなくみすぼらしくもない，中産階級的な資質とみ

なされた。抑制された「中庸」の装いが，「趣味の良さ」「品位」と結びつけられて推奨されたのであ

る。19世紀前半，黒人大衆の日曜日の朝に黒人コミュニティの街路をアフリカ的な鮮やかな色彩の服

を見せびらかしながら歩く光景がしばしば見られたという。彼らにとって自分の望むとおりに装うこ

とは，自由の証として，またアフリカ的な文化のプライドとの関わりで重要な意味を持っていた。し

かし，しばしばその姿は，当時の北部社会の大衆文化の中で，誇張され，戯画化され，「市民」にそぐ

わないグロテスクな姿として笑いの対象となった 。

ルイス・ウッドソンやフレデリック・ダグラスは，黒人下層民がしばしば身につける色彩鮮やかな

派手な装いを節制の欠如と結びつけて非難した。『カラード・アメリカン』は「自分たちの姿を通りで

見せびらかして」歩き，収入を越えて衣服に費やす下層の黒人大衆に，衣服に対する節制を呼びかけ

ている。フィラデルフィアの黒人教会，ベセル・メソジスト教会は，1837年に礼拝出席の服装につい

て「だらしないみすぼらしい身なり」とともに「飾り立てた服装と不必要な装飾」を禁じ，つつまし

く，自制された，注意の行き届いた身だしなみで礼拝に臨むことを黒人会衆に求めた 。 また，アフ

リカ・メソジスト・エピスコパル教会のダニエル・Ａ ・ペイン主教は，「奴隷文化を思い起こさせる

ような」感情にまかせて歌い踊って信仰を表す黒人の礼拝のあり方を批判した。「きちんとした」とい

う言葉は，自己統制，自己管理の成功を形容した。しかし，こうした「きちんとした」装いや行動様

式は，黒人大衆の民族文化や民族的な誇りとは距離があり，黒人としてのアイデンティティや自尊心

との関係で，指導者にとって大きな課題となっていく 。

黒人指導者は，白人アボリショニスト同様，当時形成されつつあったアメリカの中産階級の規範や

身体管理に関する感性を共有していた。しかし，このことは，しばしば批判されるように，黒人指導

者が白人に受け入れられることを目的に単に白人の生活様式を模倣し内面化したことを意味しなかっ

た。黒人指導者自身は，当時まだ形成過程にあった，何がアメリカ市民としての「適切な」生活様式

なのかをめぐる合意づくりに深く関与していたのである。自己管理の倫理は，都市化と市場経済に適

応し黒人コミュニティの生活を改善するために不可欠であり，また貧困から脱出するためにも必要で
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あることを，黒人指導者自身認識していた。黒人指導者の黒人コミュニティ「引き上げ」のための努

力は，衛生，健康，食事，時間厳守，節約の指導と多岐にわたっていた。黒人新聞は繰り返し，時間，

金銭，欲情，食欲の管理について忠告し，黒人コミュニティには，自己改善のための図書館，禁酒組

織，文化団体 lyceumが形成された 。

身体の自己管理，また管理された身体の表出を重んじた黒人指導者は，身体管理が人種偏見を取り

除くと同時に，黒人大衆の自尊心を養うことになると考えた。「適切」とみなされる生活様式を身につ

け，そうすることによって尊敬に値する人間であるという感覚を持つことによって，自分たち自身の

価値と平等の権利を「請い求めるのではなく」，「［正当の権利として］要求する」ことができるように

なると唱えたのである 。

自己管理能力を備えた身体は，南北戦争前のアメリカ社会において，物質的な成功を手に入れるた

めの必要条件だった。黒人指導者自身，同時代のアメリカ人同様，中流階級に加わり留まるための上

昇志向を共有していた。中流階級的な生活様式や身体に対する感性という価値の枠組みの中で，その

基準を満たした身体を公にすることで，黒人指導者は，人種偏見を打ち破ろうとし，白人アメリカと

同じ条件の下で競争する機会を要求したのである。黒人指導者にとって，アメリカの自由にふさわし

い市民的価値の枠組みは，白人に限られるものではなく，成功を手に入れるための普遍的な手段だっ

たのである。『カラード・アメリカン』の一記事は次のように宣言している。

われわれはこの件について厚意を求めているのではない。もしわれわれが不完全であるならば，

それを大目に見て欲しいとは思っていない。われわれは［白人と］同じ義務を負い，同じ道徳的

知的責任能力を持っている。もしわれわれが同じ文化をもっていないならば，同じ地位を与えら

れなくてもかまわない 。

この宣言からは，人種にかかわらず，自己向上によって自由な市民にふさわしい資質や文化的規範

を白人と共有できると考え，黒人も平等な市民としての資格を有し得るという黒人指導者の自負を見

てとることができる。

しかし，身体管理や自己向上を重んじるこうした黒人指導者の戦術に対して，『カラード・アメリカ

ン』には，下層の黒人から批判の声も寄せられた。「石炭運搬人」のピーター・P・サイモンズは，「道

徳的な引き上げ elevationは道徳的な人間を作るだけであり，それ以上の何ものでもない」と述べ，黒

人指導者が白人と文化的規範を共有する限り，「われわれはプライベートなことさえ白人の管理の下に

置かれることになり，白人がわれわれの活動を審判し評価することになるのだ」と論じ，白人のまな

ざしを重んじる黒人指導者の戦術の弱点を指摘した。この発言に対して，『カラード・アメリカン』は

「われわれが道徳的，知的上昇を蔑みあざけるようになるなら，われわれは実にみじめな民となるだ

ろう」とサイモンズを厳しく批判している。こうしたやりとりからは，市民としてふさわしい資質を

黒人自身が白人社会に証明する事を重視する戦術の有効性をめぐって，黒人コミュニティ内の階級的

対立や緊張も見えてくる 。
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人種の「引き上げ」の限界を指摘されながらも，なお黒人指導者は身体管理や自己向上の倫理には

抵抗の戦術としての意義があると考えていた。ダグラスは，黒人が自己管理能力を証明することは，

黒人も平等にふさわしいという否定できない事実を白人に突きつける力となると主張し，「黒人の人

格が正当に評価されることこそが，すべての人間は平等に扱うにふさわしいと言うことの証明になる

のだ」と論じたのである 。

おわりに

黒人指導者は，適切な作法，教育，自己管理された身体を獲得することによって，黒人に対する偏

見を打ち破ることができると考えた。しかし，こうした規範を身につけることによって自己向上をめ

ざした自由黒人の試みは，当時のアメリカ社会の黒人に対する偏見を弱めるよりは，しばしば底辺の

「白人」労働者の反発を強め，激しい敵意を招くことになった。フレデリック・ダグラスは「［肌の］

色に対する偏見」と題する記事の中で，「黒人が残忍な扱いの対象になるのはその肌の色の故ではない」

と断じている。「黒人が酒飲みで，怠け者で，無知で，不道徳である限り，」黒人は白人にとって笑い

を提供してくれる「愛すべき奴」であり，白人たちの自尊心を満足させる存在である。しかし，いざ

黒人が世の中で言われているような黒人であることをやめ，破れた服をあらため，飲酒や，怠惰，無

知と決別すると，白人たちはそのような黒人に対して敵意をむき出しにすることをダグラスは経験し

ていた 。

1830年代から1850年代にかけては自由黒人に対する暴動が北部の都市で頻発したが，自由黒人の文

化的達成や自己向上の象徴的な場である教会，集会所がしばしば標的となり，黒人による禁酒運動の

パレードは暴力的攻撃の対象となった。階級的に不安定な下層の白人にとって，黒人に自己向上能力

があることを認めるのは脅威だった。中産階級的な生活様式を身につけた黒人は，分不相応の「白人

の物まね」として，大衆文化のなかでグロテスクに誇張され戯画化され，笑いの対象とされていく。

文明，衛生，欲望の自制，リスペクタビリティといった価値を身につけることが尊敬に値する身体の

持ち主と理解された時代に，アメリカ社会は黒人とリスペクタビリティを結びつけることを拒否した。

「怠惰，無節操，性的奔放，不潔，下品，野蛮」といった対概念は「人種」化され，「黒人」の「本質」

と結びつけて認識されていくのである。

南北戦争前の奴隷解放，人種の自由を求める闘いは，この時代に表れた身体に対する新たなまなざ

しと身体管理に関する感性と深く結びついていた。白人アボリショニストは，奴隷の身体の所有権の

回復を奴隷解放運動の重要な課題として認識していた。身体の自己所有は，自己向上の必要条件とみ

なされ，解放民に対しては自由にふさわしい自己管理能力を目に見えるかたちで証明することが求め

られた。こうしたアボリショニストの認識は，南北戦争後の解放民局の方針やアメリカ伝道協会の解

放民教育にも反映される。

北部の自由黒人指導者は，同様の身体管理の言説を使って，人種の平等や承認を求めた。しかし，

彼らは単に白人社会に受け入れられることが目的で中産階級白人の生活様式を模倣したのではない。

黒人指導者は，当時の支配的な文化的感性に訴え，その基準を満たすことにより平等な市民としての
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資格を証明しようとし，またそれによって，黒人を生まれながらに劣等とする人種偏見に対抗しよう

とした。建国間もないアメリカは，自由なアメリカ市民に必要な市民的価値を定義し合意を形成する

過程にあり，黒人指導者自身もその議論の一部を構成していたと言える。しかし，1830年代以降，ア

メリカの市民的価値は「白さwhiteness」と結びつけられていった。この時代，黒人指導者の闘いは，

どのような資質を持った人間が自由にふさわしいアメリカ市民とするかをめぐる議論を反映し，また

その定義付けの過程に黒人自身が参加していたのである。
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